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猪苗代町
歩いて暮せる町つくり拠点施設構想

2.世代間交流型健康増進施設のダイヤグラム
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■市街化区域の理解

■配置計画について

市街地内は店舗と住居系建物が適度に混在していて連携しやすい関係
にあると考えます。
クリニックは歯科医院を含め5施設が当計画地に近接してあります。
公共施設・大型店舗・総合病院（建設中）が市街地外周辺に位置して
あります。
従って，当施設に歩いて来られる人も相当期待できる位置にあると考
えます。

前面の通に沿いは，歩いて訪れる人に様々な出会い交流の出来るスペー
スを設けています。従って，まちに十分開かれていて，気分的に，非常に
出入りし易い計画としています。
敷地中央部に，中庭と緑化された屋上を持つ建物を配置しています。
西側に50台の駐車場を設け，西側から建物へのアプローチにも配慮した計
画としています。建物内を，中庭を介して通り抜けることも出来る計画と
しています。

足湯

中庭
気軽にちょっと寄ってみる事の出来る外部空間，誰かがどこか
で活動している様子が容易に伺えることがとても大事なことと
考えます。

中庭を挟んで，北側を多目的ゾーン/高齢者サロン・キッズサロン等，南側を温泉健康リハゾーンとしました。
従って，中庭は，建物内のどこからでも視認出来る，外部の多目的ゾーンとして，それぞれのスペースが不足
したときにも有効な使い方ができます。それぞれのスペースの狭い雰囲気を払拭してくれます。

■内部空間の提案

屋上はらっぱは，他の外部空間と異なり，十分緑化され，磐梯山を静かな気持で眺めたりと，
精神的なケア・リハビリ等にも有効と考えます。許されるのであればエレベーターの設置も是
非検討したいと考えます。

建物の北側・東側・アプローチ空間を多目的
に利用できる仕様としています。
屋外展示・物産展・朝市等々，様々なイベン
トにはそれぞれ工夫をし利用できると考えます。

■外部空間の提案

アプローチに
キャノピー（庇）を設置

高齢者サロン
趣味活動のゾーン出店ゾーン/井戸端会議ゾーン

小学校 車輌動線

磐梯山

車輌動線

スロープ

工作室/趣味の活動の場
お茶飲み場

高齢者サロン

共用
サロン

キッズ
サロン

主エントランス

事務室

会議室

子育て相談
子育て交流
スペース

健康相談
栄養相談室

休憩
リハビリ室

デッキ

ＷＣ

浴室

脱衣

脱衣

浴室

談話

人の動線 キャノピー

市街地メインストリート

足湯

磐梯山

屋上

中庭

公道から，通りがかりの車の中からも
視認出来る位置にサロンを設ける。

■中庭/外部空間
半外部の多目的なスペースとして，
イベントの可能性が飛躍的に増大し
ます。冬は風除室的な機能もはたし
ます。

自由度の高い内部空間

デッキ 休憩
リハビリ室 共用サロン

多目的
コミュニティースペース 工作室

高齢者サロン

温泉廃熱を利用した融雪・床暖房

北側

北側に南からの
自然光を誘導します。

屋上緑化
煙突効果による
スムーズな換気

中庭

自然エネルギーを活用し夏は涼しく，
冬は暖かい施設計画を提案します。

■断面計画の提案

出店・農産物の市 
等での交流ゾーン

1.猪苗代町歩いて暮せるまちづくり拠点施設整備における計画理念

全員参加のまちづくりの提案
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放課後の子供のセンター

地元の商店街のセンター

地域の客

各商店の出発

親

子供

地域の人々

家族

地域の高齢者のセンター

高齢者

地域の人々の日常生活のセンター

地域の人々の健康のセンター

若者

地域の人々

主婦

子供

高齢者

グループホーム

身体能力の向上

拠点施設の概念図

町民の子供から高齢者まで幅広い(世代間・地域間）交流が自然発生的に，
                                  または自主的に行われる拠点施設づくりの提案（ハード面・ソフト面）をします。

世代間・地域間交流のしかけを用意することはもちろん町民が
みな一度は遭遇するであろう医療のこと介護のこと病院・介護
施設だけで解決することは不可能です。ここにくれば，必ず元
気になる（精神的に，身体的に）施設として是非医療・介護の
面でのインフォメーションギャラリー機能または，他の医療機
関・介護系施設との連携でその一部の機能を持たせることを提
案したいと考えています。

日常的に継続的に行われる交流を期待するには，町民自ら考え，
工夫，失敗，反省をしながら作り上げていくことが一番重要と
考えます。スペースの大きさでもありません。
スペースが足りなければ周辺の空家を借りても，他の公共施設
もあります。重要なことは，町民自ら交流をはじめるきっかけ
をこの施設でつくり，成長させることだと考えます。
従って，使い方が完全に固定された計画案は，町民の自らの交
流する事の意識を活性化させないと考えます。または，最初に
多くのメニューを提示することはとても大事であるとは言うま
でもありません。

■一日一度は訪れたい魅力ある施設
うまいお茶・コーヒー，親子が待ち合せの場所に，緑化された
屋上で静かなひとときも
冬場，気候の厳しい時期には，温泉の廃熱を利用して，敷地全
体と屋上の融雪をします。
施設内は，全館床暖房+温風による暖房を行います。
いろいろな人がいろいろな都合で短い時間でも訪れ思いがけな
い交流または楽しめるような施設を提案したいと考えます。

■かけ込み寺としての施設
少子化・超高齢化時代に，病院・介護施設ではフォロー出来な
い(特に在宅医療・介護の場合)ことが数多くあります。町民の
安全・安心の意識を向上させ，さらに交流を活性化させるには
，この部分の機能が非常に大事かと考えます。

■他と高度な連携の出来る施設
地域商店街・地域物産・地域医療・他地域の高度な医療・介護
施設・ボランティア等々について，高度な連携をはかり，確実
で密度の濃いインフォメーションギャラリー機能を持たせるこ
とで，町民との信頼関係を確立し，頼りになる施設または連携
先にも，出張サービス等のお願いをし高度な交流の場を実現す
る。

■多機能で自由度の高い施設

■ニュートラルな施設

予防医療

■これらの交流を活力のある高度なレベルまであげ，さらには本施設を中心にそのフィールドを広げることで，町全体が
  お互いの理解を深め，ひいては安全安心の意識が芽生え，結果健康で活力のある町が実現できると考えます。
■この際，忘れてはならない事として，超高齢化社会で，多くの人々がとまどっている医療・介護での病院・介護施設で
  はフォローが出来ないことへの確実できめの細かい対応があります。

地域のクリニック・町内の総合病院等と連携をします。
それらのドクターにリハビリ関する処方箋を出してもらい，種々の
リハビリが出来るようにします。
元気な高齢者をさらに元気に，要介護1～2の高齢者にもリハビリ
・交流を通して元気に。子供たちが日常的にそのような高齢者と
交流することは，全員参加のまちづくりにとても意義のあることと
考えます。地域包括支援センターとして

地域の医療機関と連携し，生活習慣病の予防のための運動療法
（医療法42条施設)としての機能です。医療機関で処方箋を出して
もらうことで，その機能を持たせることが可能です。
これは，多世代の人たちの利用が出来ます。また，多くの人が関
心を持っていることであります。ここで使用する器材は，スポー
ツ用の筋肉トレーニングとは異なります。

学校と地域の連携を活性化させる拠点としての機能を持たせること
も，本事業を成功させる大事なことと考えます。放課後子供の居場
所とするだけでなく，ボランティアに参加してもらいまたは高齢者
に参加してもらい，様々な教育の機会とする。また，学校の応援団
をつくり先生方をバックアップする。高齢者が学校行って子供たち
と一緒に給食がを食べることがいつでも出来るようにする等々。

地域の商店街と連携し，相互に出入りをする考えです。タイムリーな
情報・広告を提供してもらい，さらには，いろいろな事情の町民に的
確なサービスを提供してもらう事が出来る機能・システムを構築する
考えです。大型店舗のちからも利用させて頂く考えです。

Ｅ ゾーンについて
地元の農家の人たちが，自慢の農作物を販売，自慢の漬物を販売，日
常的に様々な市が出来ることで，近くにきたら覗いてみたいそのよう
な施設を考えます。
冬場の期間は，中庭を利用して市・出店をだすことも出来ると考えて
います。セルフによるお茶のみ（高齢者サロン）は道路側に設け，車
からも覗けるようなこととし，気軽に短い時間でも，交流が自然発生
的に，日常的に行われるしかけを考えます。

さらに，活発に活動している文化・スポーツ団体と何らかの形で連携
をし（例えば定例会をここで開催してもらう），世代間の交流の輪を
広げる牽引車になってもらうことは大変効果があると考えます。

■これらは町民全員参加の意識がないと実現できません。  是非，このことを実践し，意識改革する拠点としての役割
  も担える施設計画を提案したいと強く考えています。
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放課後の子供センター
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北側通り沿いで農産物の市を
            開いている様子

北側公道

アプローチ多目的スペース建物+中庭駐車場

たまたま
いいもの発見

追）これら様々のことを，この拠点施設でフォローするに際しては，
非常に煩雑なことが発生すると思われますが，そこから新たな交流・
エネルギーが生れ，周囲に広がって行くことは間違いありません。
身体的に精神的に強い人も，弱い人もここでの交流を通じて新たな
意識をもつことで，活力に満ちた町が実現出来ると考えます。

5つのキーワード拠点施設

公共施設

世代間交流型
健康増進施設
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4.世代間交流型健康増進施設の内部空間のイメージ

5.その他積極的な提案 
         （構造システム・設備システムの提案等）

キッズサロン
多目的スペース中庭

露天風呂
温泉

休憩
リハビリ

■内部空間
  出来るだけオープンな空間とし，またその時々で，
  交流活動が 成熟すると共に 変更できる間仕切り
  システム等を検討します。
  町民が自ら考え，工夫の出来る賢い施設とします。

■可動家具と可動間仕切りの利用
  自由度の高い内部空間を創出するため
  家具・間仕切りは容易に可動変更の出
  来る仕様とします。

おじいさんたちが昔の遊びを教え
てくれます。おもちゃも自分たち
で作ります。

中庭

中庭

ミニＦＭ局では近所のお母さんが
ＤＪをやっています。商店街のス
ピーカーから特売情報の番組が流
れています。

カラオケ大会，美声をみんなに
聞いてもらいましょう。

多目的スペース

中庭

商店街の宝探しにはお年寄も
参加お店の人が優しくお出迎え

外で晴やかに金婚式。通り
すがりの人も一緒にお祝い。

■地場産材の木造と鉄筋コンクリートと鉄骨の混合構造とする。いいとこ取りでコストを縮減
すべて木構造としますと，筋かい等が数多く必要となります。地震に対しては鉄筋
コンクリートが耐力をとりやすい特質を持っています。荷重の大きいところは鉄骨
と木造を組合わせます。それぞれいいとこ取りの構造システムとし，コスト縮減を
図ると同時に自由度の高い内部空間を創出します。

■耐震性を基準法の求める1.5倍とし，地震時の避難場所・災害時の活動拠点施設とする。
大地震後，すぐ使用できるレベルの性能とすることで，防災上の様々な活動拠点となります。

■温泉の廃熱を利用した融雪・暖房システムの提案
機械室は浴室の地下階に配置します。温泉水を一時プールしそこで熱交換をし全敷地・全館
の融雪・床暖房を行います。冬場には，常に温泉の湯気が漂うおもむきのある風景が創出さ
れます。

■環境付加低減の工夫
○屋上緑化は夏場の熱気を遮断してくれます。
○冷房付加軽減のため，夜間及び明け方の比較的涼しい外気を室内に
  取入れ昼間の冷房付加の低減を図ります。
○自然光の採光を積極的に行い照明付加の軽減を図ります。

■中水システムの利用
雨水・井戸水等の利用を考えます。屋上緑化部への散水，建物周囲の
清掃等には中水を利用し，ランニングコストの縮減に努めます。

■多機能施設であることから室内の音環境については充分配慮をする。

■設計時のコストコントロールについて
基本設計時，実施設計中間時等にコストを算出し
確認を行う。
尚，仕様決定に際しては，イニシャルコストと
ライフサイクルコストを算出し，十分検討を加え
ます。

木造による内部空間のイメージ

北側のスペースですが，屋上の光
のボックスから南の自然光が差込
み非常に明るい空間となります。
その光は北側の通りまで広がります。

高齢者サロン

お茶・コーヒーを
飲みながら談笑
自然発生的な交流が生れます。
一日一度は顔を出したくなり
ます。

外部内部に目が届く位置にあります。
事務室・会議
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■内部空間のイメージ
  地場産の木材を使用し
  ます。
  柔らかな自然光のさす
  森の中に入ったような
  気持の和らぐ空間を演
  出します。

多目的スペース
いろいろ工夫して使いましょう。
それらの作業も交流のきっかけになる
と考えます。
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3.世代間交流型健康増進施設の外部空間のイメージ

中庭はマラソンのメインステージ
たくさんの人が応援してます。

学校帰りに寄道をしたら
紙芝居をやっていました。

お正月やお祭にはみんなで集って
わいわい餅つきをします。

ドックセラピー，動物とふれあって
元気になります。

足湯

駐車場

■屋上の利用について
前面緑化します。手入れはボランティア，元気な高齢者等にお願いをします。
廃熱を利用しての融雪をすることで，冬期も常緑の植裁を考えます。
施設内にこのような環境のスペースを持つことの意義は大きいと考えます。
日常なかなか遠出の出来ない高齢者でも，ここで屋外交流が満喫出来ます。
商店街と協力してビール祭等々の企画も楽しそうです。

イベント時の出店/施設内部とは視覚的につながる。
農産物の市を開く

■庇のあるギャラリー
  定期市やフリーマーケット，お祭の出店，
  あるいは作品展示に利用できます。南側にも
  設けられているため，冬の季節風を避けて
  南側のギャラリー・中庭等利用してのイベント
  も可能です。 

庇のあるギャラリー

温泉風呂

東屋

足湯

アプローチ
キャノピー

アプローチ/キャノピー

この通りで月に一度の
イベントを開催する。

フリーマーケット

磐梯山

太陽の光を北側の通りまで誘導
してくれます。
夏は室内の煙突効果でスムーズ
な換気が出来ます。
臭気を一気に排気することにも
活躍します。

光のボックス
小径を設けて回遊できるように
します。磐梯山の姿を眺めなが
らのリハビリも出来ます。

高齢者サロン/お茶・コーヒー
高齢者サロンでは，お茶，コーヒーを飲みながら談笑
常に誰かが，一番通りから視認しやすい場所としました。

自分で育てた農産物を
並べて，会話もはずみ
ます。

足湯 キャノピーが人々を施設内へ
誘導してくれます。

■足湯
アプローチで一番立寄りやすい
位置に位置しています
キャノピー（庇）も付けています。
キャノピーは施設のシンボルとなるよ
うなデザインとします。

足湯のイメージ

■アプローチからの景観
  商店街から小学校を望む通り沿いに活気のある風景が
  生れます。建物の周囲の庇のあるギャラリーでは定期
  市やフリーマーケット  などのイベントでにぎわいます。
        足湯のある広場から施設の中庭へ，自然な動線が
        施設の中へ導かれます。
        通りからも緑化された屋上を歩き回る人たちを窺
        うことでき施設と周囲の一体感が感じられる施設
        となります。
        建物周囲すべてで交流の機会が得られる施設計画
        です。人力車でのサービス

気軽に交流/短い時間を利用して

小学校

磐梯山城跡

通り抜け動線

０２

もちつき 施設中庭からの小駅伝

中庭を利用したイベント

動物を利用したリハビリ ボランティアによる紙芝居
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